
 
 

 

ピアノ  海瀬京子 
 

歌  オクサーナ 
ステパニュック 

 

愛と平和をかなでる・夢の 

ジョイントコンサート 
 

2017.6.25 (日) 
 

 

場  所  三島市文化会館 大ホール 

チケット  大人  3000 円 
中高生 1000円 小学生500円

 
 

連絡先 090-3533-3326 柴原俊介 

 
 

医療法人 社団静岡健生会    
 

三島共立病院 
 

診療科目 内科・循環器科・消化器科・呼吸器科・小児科 

外科・整形外科・皮膚科・放射線科・リハビリ科 

 

 

 

 

 

 
  

〔 住   所 〕三島市八反畑 120-7 
〔 病院代表 〕TEL0055-973-0882  〔 在宅診療部 〕TEL0055-981-4781 

 月 火 水 木 金 土 

午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午 後 ○      

夜 間 ○   ○ ○  

外来受付時間 
※整形・小児・皮膚科は 18:30 まで

午前診療 018:30～11:30 

午後診療 013:30～15:00 

夜間診療 016:00～19:30 

＊24 時間 地域の医療を守り、在宅医療を支援します＊

 

  

 

 

 

 

 
首切り解雇、残業代未払い 

職場でのパワハラ・セクハラ 
 

ひとりで悩まないで相談してください 
 

三島ふれあいユニオンは 
全力であなたをサポートします 
 

電 話：090-4216-8417 

Ｅﾒｰﾙ：hrwsiys@ny.thn.ne.jp 

 

 
 

 

慈眼堂 

赤ひげのはりときゅう 
 

腰などの“いたみ”どり 

初回無料 
～～～～～～～～～～～ 

ガン・認知症を防ぎたい方 

ころばぬ先の杖 

相談に応じます 
 

【治療時間】9:00 ～ 18:00 

【休日】木・日 

【住所】三島市谷田 173 – 13 - 101 

【TEL・FAX】055 – 9765 - 8765 



口径が２０ｍｍの水道管の場合の計算 

一般家庭の９割はこの表を使うことになるという 

２か月の基本料金 

（２０立方メートルまで） 

現行（税込み） 改定後（税込み） 倍率 

１３７１．６円 １８４６．８円 １．３５倍 

２０立方メートル超のとき   

２０立方メートル~４０立方メートルまで  

９１．８円 １２３．１２円 １．３４倍 

２か月で４０立方メートル使用する家庭の場合の計算 

現行（税込み） 改定後（税込み） 倍率  

１３７１．６円＋９１．８円

×２０＝３２０７．６円 

１８４６．８円＋１２３．１

２円×２０＝４３０９．２円 

 

１．３５倍 

 

２０１７年 ４月１５日（土） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ２３ 号 （２面）

三
島
市
の
名
誉
市
民
で
詩

人
の
大
岡
信
氏
が
4
月
5
日

10
時
半
ご
ろ
、
肺
炎
の
た
め

三
島
総
合
病
院
で
亡
く
な
っ

た
。
氏
は
１
９
３
１
年(

昭

和
６
年)

当
時
の
三
島
町
奈

良
橋
前(

現
在
の
三
島
市
中

田
町)

で
生
ま
れ
、
旧
制
沼

津
中
学(

現
在
の
沼
津
東
高)

、

一
高
を
経
て
、
１
９
５
３
年

（
昭
和
28
年
）
東
京
大
学
を

卒
業
。
卒
業
後
は
新
聞
社
に

勤
務
。
歌
人
で
父
親
の
博
氏

の
影
響
を
受
け
、
旧
制
中
学

時
代
か
ら
詩
を
書
き
始
め
同

人
誌
の
作
品
を
発
表
。
新
聞

社
退
職
後
は
評
論
家
、
詩
人

と
し
て
作
家
と
し
て
独
立
。

鋭
い
感
性
の
詩
を
発
表
し
て

い
る
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
２
０

０
７
年
（
平
成
19
年
）
文
化

勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。
連

歌
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
、
連
詩

の
試
み
な
ど
で
国
際
的
に
評

価
さ
れ
て
い
た
。

三
島
駅
北
口
に
大
岡
信
こ

と
ば
館
が
開
設
。
三
島
市
立

図
書
館
と
と
も
に
氏
の
業
績

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

出
か
け
て
行
っ
て
氏
の
業
績

を
忍
び
た
い
も
の
だ
。

〈
Ｏ
〉

清
水
町
の
医
療
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
人
も
多
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
の
近

く
に
あ
る
お
そ
ば
屋
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

狩
野
川
に
か
か
る
香
貫

大
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
川

沿
い
に
左
折
し
、
百
メ
ー

タ
ー
ほ
ど
先
右
手
に
あ

り
ま
す
。
そ
ば
、
つ
ゆ

は
勿
論
、
天
ぷ
ら
が
と

て
も
美
味
し
い
。
特
に

愛
鷹
の
有
機
農
法
の
野

菜
の
天
ぷ
ら
を
い
っ
ぱ

い
の
せ
た
天
丼
セ
ッ
ト
は
、
汁
そ
ば
の

小
椀
が
つ
い
て
い
て
、
そ
ば
と
丼
の
両

方
を
楽
し
め
ま
す
。
先
日
三
島
の
話
題

の
そ
ば
や
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
ば

は
美
味
し
か
っ
た
の
に
、
天
ぷ
ら
が
品

よ
く
き
ど
り
す
ぎ
で
食
べ
た
気
が
し
な

い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
こ
こ

の
天
ぷ
ら
は
ご
ま
油
の
香
り
で
、
エ
ビ
、

イ
カ
、
野
菜
、
か
き
あ
げ
も
お
勧
め
で

す
。
食
事
に
行
く
だ
け
で
な
く
法
事
で

利
用
も
で
き
ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
店

で
龍
沢
寺
の
托
鉢
の
お
坊
さ
ん
達
を
見

か
け
ま
し
た
、
ご
接
待
し
て
た
の
か
も
。

〈
Ｍ
〉

住
所

清
水
町
徳
倉
２
７
１
２
ー
３

電
話

０
５
５
９
ー
３
３
ー
０
１
１
７

営
業
時
間

昼

11
時
半
～
14
時

夜

16
時
半
～
21
時
半

定
休
日

月
曜
日
の
夜
間

た
ん
ぽ
ぽ
は
古
代
中
国
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
薬
効
が

知
ら
れ
て
お
り
、
中
国
で

も
古
く

か
ら
健

康
維
持

や
美
容

の
為
、

漢
方
薬

と
し
て

利
用
さ

れ
続
け

て
き
た
。

【
タ
ン

ポ
ポ
コ
ー

ヒ
ー
】

た
ん
ぽ

ぽ
の
根

は
牛
蒡
の
よ
う
に
長
い
の

で
、
途
中
で
ち
ぎ
れ
な
い

よ
う
に
引
き
抜
く
。
タ
ワ

シ
で
洗
い
細
か
く
切
り
て

乾
燥
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒

り
煎
じ
る
。
無
カ
フ
ェ
イ

ン
で
コ
ー
ヒ
ー
様
の
香
り
。

軽
い
苦
み
で
口
の
中
が
さ
っ

ぱ
り
す
る
。
肝
臓
と
腎
臓

の
活
性
に
よ
る
「
浄
血
」
。

利
尿
作
用
が
あ
り
不
妊
症
、

肝
炎
に
も
効
果
。
【
タ
ン

ポ
ポ
茶
】
３
～
５
月
の
開

花
期
に
採
取
。
根
・
花
含

む
全
草
を
水
洗
い
後
、
刻

ん
で
乾
燥
。
湿
気
ら
な
い

よ
う
保
存
。
煮
出
し
て
飲

用
。
胃
腸
病
全
般
、
健
胃
、

乳
腺
炎
、
催
乳
、
解
熱
、

発
汗
作
用
、
喘
息
の
改
善
、

胆
汁
分
泌
促
進
、
肌
荒
れ
、

便
秘
改
善
、
不
眠
症
な
ど

に
効
果
。
根
に
は
利
尿
作

用
効
果
が
あ
り
、
欧
州
で

は
「
お
ね
し
ょ
ハ
ー
ブ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
む
く

み
の
改
善
、
癌
な
ど
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

【
タ
ン
ポ
ポ
料
理
】
サ
ラ

ダ
、
油
炒
め
、
天
ぷ
ら
、

お
ひ
た
し
、
胡
麻
和
え
、

卵
と
じ
。

【
タ
ン
ポ
ポ
酒
】
根
と
花

含
む
全
草
を
洗
い
乾
か
し

ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
込

む
。
１
～
２
ヶ
月
ほ
ど
で

完
成
。
た
ん
ぽ
ぽ
茶
の
茶

葉
を
使
用
し
て
も
。

〈
Ｊ
〉

満天星(どうだん)茶屋 よし多
ひろばおすすめｓｈｏｐ

三
島
市
水
道
事
業

給
水
条
例
の
改
正

の
主
な
内
容
は
、

条
例
の
別
表
の
料

金
表
の
改
正
で
、

２
か
月
分
の
基
本

料
金
（
20
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
）
と
20

立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
た
と
き
の
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
料
金
の
改

正
で
あ
る
。

今
回
の
改
定
で
別

表
の
数
値
は
税
込

に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
消
費
税
は

上
が
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
の
で
、

そ
の
度
に
値
上
げ

条
例
改
正
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
値
上
げ

改
正
の
理
由
の
中

に
水
の
消
費
量
が

減
少
傾
向
に
あ
る

の
で
給
水
コ
ス
ト

が
高
く
な
る
と
あ

る
が
本
当
だ
ろ
う

か
。こ

の
理
屈
に
は

裏
が
あ
り
そ
う
だ
。

需
要
が
少
な
く
な

れ
ば
供
給
量
を
減

ら
せ
ば
よ
い
の
だ

か
ら
。

三
島
の

水
道
水

は
湧
水

だ
け
で
ま
か
な
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ

に
問
題
が
あ
り
そ

う
だ
。

三
島
の
水
道
水

は
本
当
に
お
い
し

い
の
か
。

三
島
の
水
道
水
の

水
源
は
二
つ
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
お

よ
そ
国
道
１
号
線

よ
り
北
側
の
地
域

は
伊
豆
島
田
の
湧

水
で
、
南
側
は
柿

田
川
の
水
を
浄
水

場
で
処
理
し
た
水

が
供
給
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

旧
中
郷
村
の
地
域

の
水
道
水
が
う
ま

く
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
の
は
、
柿

田
川
の
水
の
た
め

か
も
し
れ
な
い
。

〈
K
〉

薬効のある身近な植物

蒲公英（たんぽぽ）

三
島
市
議
会
、
会
派

「
改
革
み
し
ま
」
か
ら
大

石
一
太
郎
、
杉
澤
正
人
両

市
議
が
離
脱
し
、
新
会
派

「
清
論
会
」
を
結
成
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
島
」
は

解
散
し
、
野
村
諒
子
、
弓

場
重
明
、
佐
藤
寛
文
市
議

と
「
緑
水
会
」
所
属
の
中

村
仁
市
議
が
こ
こ
に
合
流

し
て
計
６
人
と
な
り
、
三

島
市
議
会
最
大
会
派
と
な
っ

た
。代

表
は
大
石
市
議
、
幹

事
長
は
杉
澤
市
議
、
会
計

は
佐
藤
市
議
が
就
任
し
た
。

「
清
論
会
」
の
所
属
議

員
は
改
選
か
ら
２
年
間
の

議
員
活
動
の
中
で
消
防
の

広
域
化
や
三
島
駅
南
口
再

開
発
事
業
、
副
市
長
二
人

制
な
ど
の
多
く
の
議
題
に

関
し
て
共
通
の
認
識
を
持
っ

た
議
員
で
構
成
さ
れ
た
。

会
派
で
は
、
主
要
議
題

に
つ
い
て
市
側
の
議
会
に

対
す
る
説
明
の
遅
れ
も
問

題
視
し
て
お
り
、
大
石
代

表
は
、
「
事
前
に
議
論
で

き
て
い
れ
ば
解
決
で
き
た

問
題
も
あ
る
。
市
が
抱
え

る
計
画
を
事
後
で
は
な
く

議
員
も
計
画
途
中
で
議
論

で
き
る
場
を
作
り
た
い
」

と
話
し
、
会
派
の
再
編
に

つ
い
て
「
当
局
と
議
会
の

場
で
論
争
し
、
議
会
が
単

な
る
追
認
機
関
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
市
民
の
意
見

を
政
策
に
反
映
す
る
二
元

代
表
制
の
本
来
あ
る
べ
き

姿
を
取
り
戻
す
」
と
述
べ
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
な

ど
に
も
取
り
組
む
考
え
を

示
し
た
。
ま
た
「
清
論
会
」

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
会
派
を
実
現
さ
せ

る
べ
く
、
各
地
区
で
の
市

政
報
告
会
を
適
時
行
い
、

市
民
へ
の
報
告
と
同
時
に

市
民
の
声
を
聴
く
な
ど
の

取
り
組
み
も
報
告
さ
れ
た
。

６
人
は
議
会
内
で
賛
否

が
分
か
れ
た
２
月
定
例
会

の
副
市
長
二
人
制
導
入
の

採
決
を
巡
り
、
多
く
は
反

対
ま
た
は
退
席
し
た
。

〈
A
・
A
〉

3
月
27
日
「
清
論
会
」
発
足

三
島
市
議
会
の
最
大
会
派
に

特集

三
島
市
の
水
道
料
金
値
上
げ

新
水
道
料
金
体
系
に
よ
る
料
金
計
算

良
い
小
説
に
与
え
ら
れ
る
、

あ
り
ふ
れ
た
評
価
が
あ
る
。

曰
く
、
言
葉
が
美
し
い
、
物

語
の
筋
立
て
が
面
白
い
、
人

間
が
描
か
れ
て
い
る
。
単
純

明
快
な
評
価
だ
が
、
物
足
り

な
さ
を
感
じ
る
。
小
説
に
は

も
っ
と
複
雑
な
舌
触
り
が
あ

る
は
ず
だ
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
十
一

篇
の
短
篇
作
品
は
、
そ
の
舌
触

り
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
わ
せ

て
く
れ
る
。
物
語
は
ど
れ
も

ご
く
短
い
が
、
心
の
中
の
天

気
が
ゆ
っ
く
り
と
変
わ
っ
て

ゆ
く
よ
う
な
印
象
が
残
る
。

表
題
作
「
天
来
の
美
酒
」

で
は
、
亡
き
父
の
遺
産
を
相
続

し
た
男
が
帰
省
し
、
田
舎
に
あ

る
屋
敷
で
暮
ら
し
始
め
る
。
男

は
酒
蔵
で
素
晴
ら
し
い
味
の
麦

酒(

エ
ー
ル)

を
見
つ
け
悦
に

入
る
が
、
そ
の
酒
は
蔵
元
が
な

く
な
っ
た
た
め
二
度
と
手
に
入

ら
な
い
。
特
別
な
時
が
来
る
ま

で
最
後
の
壜
を
取
っ
て
お
く
こ

と
を
誓
っ
た
男
だ
っ
た
が
、
あ

る
日
思
い
が
け
ず
壜
が
開
け
ら

れ
て
し
ま
う
。

冒
頭
、
男
は
南
ア
フ
リ
カ
海

岸
の
鉱
山
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
故

郷
の
古
屋
敷
へ
と
旅
を
す
る
。

そ
の
途
上
に
登
場
す
る
鉱
山
で

の
同
僚
や
、
船
上
の
女
た
ち
、

酒
場
に
い
る
老
人
と
い
っ
た
人
々

は
美
酒
の
物
語
に
関
わ
っ
て
来

な
い
。
だ
が
彼
ら
の
言
葉
は
物

語
の
世
界
に
生
き
た
現
実
味
を

与
え
て
い
る
。
男
が
美
酒
を
飲

む
と
き
、
味
覚
に
訴
え
る
描
写

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、

旅
の
末
に
辿
り
着
い
た
荘
園
で

男
の
喉
を
う
る
お
す
一
杯
に
、

読
者
は
特
別
な
爽
や
か
さ
を
感

じ
る
だ
ろ
う
。

小
説
の
中
に
息
づ
く
世
界
の

不
思
議
な
美
し
さ
で
は
「
お
そ

ろ
し
い
料
理
人
」
も
引
け
を
と

ら
な
い
。
妻
と
反
り
が
合
わ
な

い
大
旦
那
が
、
採
っ
て
き
た
茸

を
料
理
番
に
調
理
さ
せ
る
。
妻

は
毒
茸
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の

だ
と
激
怒
し
、
料
理
番
に
ク
ビ

を
宣
告
す
る
。
気
の
強
い
女
で

あ
る
料
理
番
は
大
旦
那
を
相
手

に
抵
抗
す
る
が
、
と
う
と
う
折

れ
、
真
夜
中
の
中
庭
で
オ
ル
ゴ
ー

ル
の
曲
に
合
わ
せ
て
大
旦
那
と

踊
る
。
曲
が
終
わ
り
、
馬
車
に

乗
せ
ら
れ
た
料
理
番
は
ど
こ
か

へ
と
去
る
。
彼
女
の
旅
行
鞄
だ

け
が
い
つ
ま
で
も
残
る
。
束
の

間
の
夜
の
踊
り
と
、
ふ
と
消
え

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
別
れ
。

お
そ
ら
く
こ
の
本
を
読
ん
で

も
涙
は
湧
か
な
い
。
た
だ
こ
の

上
な
く
静
か
な
気
分
に
浸
れ
る

一
冊
に
は
違
い
な
い
。

『天
来
の
美
酒
／
消
え
ち
ゃ
っ
た
』

コ
ッ
パ
ー
ド

著

南
條
竹
則
訳

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫

近
隣
の
自
治
体
情
報

本
棚
便
り

（11
）

間
宮

緑

大
岡
信
氏

逝
去

「
市
民
ひ
ろ
ば
」
で
活
動

し
て
い
る
「
英
語
で
歌
お

う
」
の
お
誘
い
で
す
。

月
一
回
、
第
一
土
曜
日

に
１
時
間
。
た
ま
た
ま
い

あ
わ
せ
た
幼
稚
園
児
と

「
メ
リ
ー
さ
ん
の
羊
」
や

「
セ
ブ
ン
ス
テ
ッ
プ
ス
」

を
歌
っ
た
り
、
フ
ォ
ス
タ
ー

の
名
曲
、
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
美
し
い

曲
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

…
。
昔
歌
っ
た
頃
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。
元
高
校
教

師
の
山
室
さ
ん
が
曲
の
歴

史
、
興
味
深
い
情
報
を
教

え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
知

ら
ず
に
歌
っ
て
た
頃
と
又

ち
が
う
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。
き
れ
い
な
発
音
で
英

語
の
歌
が
歌
え
ま
す
。

一
回
５
０
０
円
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

〈
伊
東
〉

英
語
で
歌
お
う

市
民
の
権
利
！
傍
聴
に
行
こ
う
！

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会
は

一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
簡
単

な
手
続
き
で
自
由
に
傍
聴
で
き
ま

す
。
前
々
回
に
引
き
続
き
、
傍
聴

席
や
中
継
な
ど
の
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
！

【
裾
野
市
】
傍
聴
席
50
名

車
椅
子
2
〜
3
台
ス
ロ
ー
プ
有

児
童
及
び
乳
幼
児
は
入
室
不
可

別
室
モ
ニ
タ
ー

中
継
無

ア
ー
カ
イ
ブ
無

本
会
議
の
み
庁

舎
内
1
階
ロ
ビ
ー
に
て
視
聴
可

【
伊
豆
国
市
】
傍
聴
席
32
名

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
あ
る
が
階
段

有
介
添
必
要

子
ど
も
の
入
室
規

制
規
定
無

住
所
・
氏
名
記
入

中
継
無

一
般
質
問
は
FM
伊
豆
の

国
で
放
送

中
継
希
望
の
市
民
の

声
は
あ
る
が
庁
舎
改
修
時
に
設
置

予
定

【
伊
豆
市
】
傍
聴
席
50
名

車
椅
子
3
台
ス
ロ
ー
プ
有

児
童

以
下
入
室
不
可
議
長
の
許
可
又
は

別
室
モ
ニ
タ
ー

庁
舎
内
視
聴
無

住
所
・
氏
名
記
入

中
継
有i

p
h

o
n
e

不
可

ア
ー
カ
イ
ブ
2
週
間

以
内
UP
だ
が
視
聴
は
1
年
分
の
み


